
令和７年10月6日 

荒川区町会連合会会議次第 
 

１ 会長あいさつ 

 

２ 区民生活部長あいさつ 

 

３ 議題 

（１）関係団体からの依頼事項 

①令和7年度歳末助けあい運動の実施について 

②車いす貸出事業についてのお願いとアンケートについて 

 (荒川区社会福祉協議会) ······························ ２～７ページ 

 

③｢あらかわの心｣ニュース第３９号の周知について 

(「あらかわの心」推進運動区民委員会事務局) ········ ８～１２ページ 

 

④第40回川の手荒川まつり実行委員会委員就任について 

(川の手荒川まつり実行委員会) ···························· 資料なし 

 

⑤「隅田川駅貨物フェスティバル２０２５」のポスターの掲示について 

(日本貨物鉄道株式会社) ···························· １３～１４ページ 

 

（２）区からの依頼事項 

⑥10月１日から開始する予防接種事業について 

 (健康推進課) ········································ １５～１７ページ 

 

⑦北海道くしろのふれあい祭り 秋の収穫祭のポスター掲示について 

(総務企画課) ········································· １８～１９ページ 

 

⑧プラスチックの分別回収について 

                     (清掃リサイクル推進課) ···························· ２０～２３ページ 

 

⑨次世代育成事業への補助金について 

                     (区民課) ············································ ２４～２７ページ 

 

（３）東京都からのお知らせ 

⑩賞味期限前の災害用備蓄食品等の配布について 

⑪町会・マンションみんなで防災訓練について 

 (区民課) ············································· ２８～３１ページ 

 

４ 情報交換 

 

５ 次回   １１月５日（水） 午後２時 庁議室 
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2 0 2 5 年  月  日 

各町会・自治会長 様 

日本貨物鉄道株式会社 

隅田川駅長 小川拓也 

 

 

『隅田川駅貨物フェスティバル 2025』ポスター掲示について(依頼) 

 

 

拝啓 清秋の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は弊社輸送業務に格

別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、掲題の「隅田川駅貨物フェスティバル 2025」を開催させて頂くこととなりました。

つきましては、大変ご迷惑をおかけいたしますが、下記の内容にてポスター掲示にご協力を

いただきたくお願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

1．内  容   『隅田川駅 貨物フェスティバル 2025』PR ポスター 

2．大きさ等   A4 版 縦 

3．掲示期間   2025 年 10 月 26 日（日）までで可能な期間 

4．掲 示 数   町会等の掲示板数 

5．そ の 他   ポスターは、町会交換便にてお届け致します。 

以上 

 

                          

 

【担当】日本貨物鉄道㈱ 関東支社 隅田川駅 中村 

〒116-0003 東京都荒川区南千住四丁目 1番 1号 

TEL:03(5615)3823  FAX: 03(5615)3822 

E-mail：nacashin@jrfreight.co.jp 
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７荒健健第２９３８号 

 令 和 ７年 １０月 ６日 

（ 公  印  省  略 ） 

 

各町会長・自治会長 様 

 

健康推進課長 

 

予防接種に係るチラシの回覧について（依頼） 

 

 

日頃から、荒川区の保健・衛生行政にご協力をいただき誠にありがとうございます。 

１０月から６５歳以上を対象とした高齢者インフルエンザ及び新型コロナワクチン定期接種が接

種開始となりました。 

また、小児に対するインフルエンザ接種助成事業につきまして生後 6か月から 15歳（中学校

3年生）の方を対象に無償接種を実施します。 

つきましては、高齢者インフルエンザ・新型コロナワクチン及び小児インフルエンザ助成事業に

関するチラシを作成しましたので、お忙しいところ恐縮ですが、下記のとおりチラシの回覧をお願

いしたく存じます。ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 依頼事項  回覧板によるチラシの周知 

 

２ 内  容  高齢者インフルエンザ・新型コロナワクチン接種のお知らせ 

         小児インフルエンザ助成事業のお知らせ             

 

 

 

[問合せ先] 

荒川区健康部健康推進課予防接種係    

担当 森 杉澤 

電話 03-3802-3574  

住所 荒川区荒川二丁目 11 番 1号  

がん予防・健康づくりセンター ２階 
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１０月１日から始まります

種類
自己負担額

接種期間
75歳以上 60歳～74歳

高齢者
インフルエンザ

無料 令和8年１月３１日まで

新型コロナ
ワクチン

無料 2,500円 令和8年3月３１日まで

接種費用・接種期間

① ６５歳以上の方

接種対象者

② 60歳～６４歳の方
※60～64歳は、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能

の障害があり、障害者手帳１級または同程度の障がいがある方が対象です。

（昭和36年1月1日までに生まれた方）

（昭和36年1月２日～昭和41年1月1日に生まれた方）

高齢者インフルエンザ
新型コロナワクチン

接種場所

23区内の協力医療機関
※荒川区内の協力医療機関は、区ホームページでご確認ください。

使用ワクチン

各医療機関で取り扱うワクチンが異なります。詳しくは医療機関にご確認ください。

各種ワクチン接種の
詳細は区ホームページ
をご確認ください。

荒川区保健所健康推進課
☎ 03-3802-3574（直通）

高齢者インフル 新型コロナ

荒川区はすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を促進します。2516



実施期間

助成内容

接種場所

保護者の同伴

種類 対象年齢 接種回数 助成金額 助成方法

注射ワクチン
生後6か月～12歳 ２回

無料

区内医療機関で配布する

予診票に必要事項を記入し、
接種を受けることで接種費
用は無償となります。

13歳～15歳 １回

経鼻ワクチン 2歳～15歳 １回

令和7年10月１日 から 令和8年１月３１日まで

荒川区内の協力医療機関
※協力医療機関は、区ホームページでご確認ください。

原則、保護者の同伴が必要です。
１３～15歳の方は、「保護者同意書」を持参することで、同伴なしで接種を受けることができます。

各種ワクチン接種の詳細は区ホームページ
をご確認ください。

荒川区保健所健康推進課
☎ 03-3802-3574（直通）

接種費用を助成します

小児インフル
※区外で接種をご希望の方は、区保健所までお問い合わせください。

荒川区はすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を促進します。

小児インフルエンザ予防接種
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７荒総総第 1883号 

令和７年 10 月 6 日 

（ 公 印 省 略 ） 

 

各町会長・自治会長 殿 

 

全国連携担当課長 木下 兼吾 

 

 

北海道くしろのふれあい祭り 秋の収穫祭のポスター掲示について（依頼） 

 

 

 平素から、区政に多大なるご支援・ご協力を賜りまして、厚く御礼申し上げます。 

 さて、この度特別区全国連携プロジェクトの一環として「北海道くしろのふれあ

い祭り 秋の収穫祭」を開催いたします。 

 つきましては、広く区民の皆様にご案内するポスターを制作いたしましたので、

誠に恐縮に存じますが、下記の通り町会掲示板に掲示していただきたく、お取り計

らいのほどよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ イベント概要  

（１）開催日時  令和７年１０月２５日（土）、令和７年１０月２６日（日） 

両日午前１０時～午後４時まで（雨天決行） 

（２）会  場  日暮里駅前イベント広場  

 

２ ポスターの内容   

「北海道くしろのふれあい祭り 秋の収穫祭」ＰＲポスターA４版（添付の通り） 

 

３ 希望掲示期間 

令和７年１０月２６日（日）までで可能な期間 

 

 

問い合わせ 総務企画部総務企画課総務係 

担 当 者 出雲、鍛冶        

電   話 ３８０２－３２８７ 
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令和７年度町会・自治会に対する主な助成金について 
 

～昨年度からの主な変更点～ 

●町会のデジタル化を促進するための補助金を新たに開始します。 

●私道照明灯助成が１基あたり、「年額 3,200 円」から「全額実費補助」になります。 
 

 

１ 町会事務事業助成 

種類 補助額 備考 

基礎額 

1,000 世帯未満 12 万 5千円 

平成２３年度から、基礎額を一律 

１０万円アップしました。 
2,000世帯未満 13 万円   

2,000世帯以上 13 万 5千円 

世帯割 ＠360円×世帯数 － 

 

２ 町会法人化助成（認可申請に係る総会開催費、登録免許税相当額、登記費用等） 

種類 限度額 補助率 内容 

（１）一般登記助成 45万円 1/2 
区長の認可を得て法人格を取得することにより、不

動産登記等が可能。 

（２）特例登記 100 万円 1/2 
平成２７年の地方自治法改正により創設された特

例登記に対する助成制度。 

 

３ 町会イベント助成 

種類 限度額 補助率 内容 

（１）通常イベント事業 10 万円×2回 2/3 盆踊り、子供会、餅つき大会等 

（２）大規模イベント事業 20万円 － 

通常イベント事業のうち、事業費が５

０万円を超える大規模イベントの特例

として限度額を２０万円に拡大 

（３）次世代育成事業 10 万円×1回 2/3 先進町会の視察、デジタル化研修等 

（４）食品を取り扱う、不特定 

多数の方を対象とする事業 

1 施設等につき 

2 万 4千円 

（5 施設等まで） 

10/10 
保健所の指導に基づき、必要となるテ

ント類及び給排水設備 

※ 上記（４）食品を取り扱う、不特定多数の方を対象とする事業の補助申請をされる場合は、各

区民事務所長、荒川地域事務係長まで事前にご相談ください。 
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４ 町会事務所建設等助成 

種類 限度額 補助率 内容 

（１）建設、増改築、修繕 1000万円 1/2 
・令和元年度から限度額５００万円アップ 

・事業費１００万円以上 

（２）冷暖房設備設置 30万円 3/10 ・事業費３０万円以上 

（３）福祉関連設備設置 160 万円 4/5 ・事業費３０万円以上 

（４）利子補給制度 

60万円 

※年度あた

り 

－ 
・平成２６年度から実施 

・１０年間以内で、最高３００万円まで 

※ （１）、（２）、（３）を合計した補助限度額は 1000万円です。 

※ 限度額 1000万円に達した場合、10年間は新たな補助を受けることができません。 

※ 既に建替資金を金融機関から借り入れ、返済中の借入金に係る利子についても、申請した

年度分から、利子補給の対象となります。 

※ 金融機関とは銀行・信用金庫・信用組合であって、ローン会社は含みません。 

 

５ 町会事務所建設等助成（宝くじ助成） 

種類 限度額 補助率 内容 

（１）町会事務所の建設 

(新築又は建替え) 
1500万円 3/5 － 

（２）地域活動用備品の購入

または修繕 
250 万円 10/10 

・事業費 100 万円以上 

・助成事例：印刷機、放送機材、発電機、

町会が所有する神輿、山車等 

※ 東京都を経由して(財)自治総合センターに申請しますが、要件を満たしていても必ずしも助

成されるものではありません。 

【※】この他、東京都の「地域の底力発展事業助成」において、初回のみ補助率 10/10、

次年度以降 1/2、限度額 20 万円の助成制度もあります。 

（補助対象にならない経費があります。） 
 
【★】「防災・節電活動」、「高齢者等の見守り活動」、「デジタル活用支援」に繋がる事

業については、常に補助率 10/10 となります。 

（例）防災訓練、節電に関する講習会、高齢者向けサロン、 

ＳＮＳによる町会イベント配信、ＳＮＳ使い方教室等の開催等 
 

【★】補助率 1/2 となる事業の場合でも、「地域防災力の強化」かつ「多文化共生社会

づくり」に繋がる事業については、助成率 10/10 となります。 

  （例）防災訓練のチラシを外国語でも作成し、外国人住民に参加を呼びかけ 
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６ 防災区民組織運営助成 

・【基礎額】4万円 

・【世帯割】＠40円×世帯数（住民登録世帯数） 

※ 防災課の事業ですが、区民課からの町会事務助成事業と併せて交付しています。 

 

７ 地区町会連合会研修助成（各地区町会連合会に対する助成） 

種類 内容 

（１）宿泊研修助成 

・グリーンパール那須までの往復の借上げバス代（補助率 10/10） 

・グリーンパール那須宿泊費の半額助成 

（宿泊費の助成対象は 1町会当たり 3名分とする） 

（２）日帰り研修助成 ・借上げバス代全額（補助率 10/10） 

（３）町会実務担当者向け

研修会への助成に

ついて 

・地区町会連合会が、次代の町会指導者となる実務担当者を対象 

とした研修の助成 

・実務担当者向け研修会をきめ細やかに実施するため、借上バス代の 

ほか、講師謝礼や会場使用料等も助成対象 

・限度額 10万円（補助率 10/10・年１回） 

※（１）（２）はどちらか一方のみ 

 

８ 町会掲示板修繕助成金（２９年度から令和８年度まで実施予定） 

・１基あたり上限 50,000 円 ※町会事務事業助成と一緒に交付します。 

   

９ 弁護士等への法律相談等にかかる助成金（令和２年度新設） 

・町会が抱える法律的な側面を持つ課題や問題点を効果的に解決するため、弁護士等への

相談等にかかる費用の一部を助成します。 

・町会等の保有する土地及び建物並びに各種の権利に関する弁護士等への法律相談等で、

次に掲げる要件を全て満たす場合に、助成の対象とします。 

 ① 町会等の総意に基づく法律相談等であること。 

 ② 町会等の健全な活動の妨げになる事案に係る法律相談等であること。 

 ③ 個人的な紛争に係る法律相談等でないこと。 

・限度額 １７０万円（年１回） 

※法律相談にかかる法律相談料や事件着手に際して要する着手金、裁判に至った場合の裁

判上・裁判外の手数料など、各々の項目ごとに助成限度額を設け、各々の項目全てにか

かる経費の合計額に対して、１７０万円までを助成上限とします。 
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１０ 町会・自治会デジタル活用促進支援補助金（令和７年度新設）※別紙参照 

【目的】 

デジタルを活用した情報発信、情報共有に取り組む町会・自治会に対し、SNS やインターネッ

ト月額料金等にかかる費用を助成します。 公式 LINE やホームページ等による地域情報の

発信、町会活動の共有等、様々な場面でデジタルを活用していくことで、地域活動がさらに充

実されることを目的とした助成金です。 
 

【交付要件】 

次のどちらかに該当すること。 

（１）町会等の活動及び地域の情報をウェブサイトまたはＳＮＳで発信している、または予定であること。 

（２）町会等の活動に供することを目的として、インターネット環境を導入している、または予定であること。  
 

【補助金額】 

１町会あたり年間６万円（補助率 10/10） 
 

【対象経費】 

公式 LINE やインターネット通信料などの月額使用料、インターネット導入に係る工事費など 

 

１１ その他（区民課以外の主な助成制度） 

種類 内容 

（１）私道照明灯助成 

（土木管理課） 
私道照明灯に係る電気代を全額実費補助 

（２）集団回収支援金 

（清掃リサイクル推進課） 

・報奨金 6 円×回収量（kg） 

・支援金基礎額（年額） 60,000円 

・世帯割額（年額） 180 円 × 世帯数 

※ 但し、集合住宅の町会の世帯割額（年額）84 円 

（３）防犯カメラ補助制度 

（生活安全課） 

※５月の地区町会連合会会議 

にて詳細を説明します。 

①防犯カメラ新設補助制度 

・町会、自治会の負担額は 1/24 

（例：1 台 48 万円の防犯カメラを設置した場合、２万円） 

②防犯カメラ維持管理補助制度 

・町会、自治会の負担額は 1/6 

（例：１台６千円で保守点検した場合、千円） 

（４）ボウフラ駆除事業 

（生活衛生課） 

・駆除薬剤 1個につき 10円 

・ただし、12,000 円を上限とします。 

（５）ねずみ駆除事業 

（生活衛生課） 

・ご協力謝礼として 2,000 円 

（薬剤配付実績にかかわらず、回覧板を通した取りまとめに対して

の謝礼金） 

・駆除薬剤 1個につき 10円 
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